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２
０
１
８
年
期
理
事
会
発
足
に�

あ
た
っ
て
の
理
事
長
ご
あ
い
さ
つ

全
職
員
の
英
知
を
結
集
し
、
法
人

の
中
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
念
頭
に

お
い
た
施
策
化
に
取
り
組
み
ま
す

�

理
事
長　

小
熊  　

信

今
期
理
事
会
で

は
、
前
期
理
事
会

で
経
営
基
盤
の
強

化
を
目
的
に
提
唱

さ
れ
た
「
経
営
構
造
転
換
５
か
年

計
画
」
の
基
本
的
方
針
と
中
核
的

施
策
の
継
承
を
前
提
に
、
法
人
の

中
長
期
的
ビ
ジ
ョ
ン
を
念
頭
に
お

い
た
喫
緊
の
課
題
に
も
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
特
に
多
岐
に
わ
た

る
施
策
の
中
で
も
以
下
の
３
点
を

重
点
課
題
と
位
置
付
け
ま
す
。

「
新
人
事
賃
金
制
度
」
の
導
入

１
点
目
は
、「
新
人
事
賃
金
制

度
」
の
導
入
で
す
。

こ
れ
ま
で
法
人
で
は
、
体
系
的

な
人
事
制
度
が
未
整
備
な
た
め
に
、

職
員
育
成
の
観
点
で
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
」

的
な
運
用
が
十
分
な
さ
れ
ず
、
職

員
育
成
の
立
ち
遅
れ
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
一方
、
現
状
の
賃
金
制

度
で
は
、
毎
年
約
１
億
円
以
上
の

人
件
費
の
増
加
が
み
ら
れ
て
お
り
、

法
人
財
務
の
経
営
基
盤
に
大
き
く

影
響
し
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
今
後
の
職
員
の
高

齢
化
に
伴
う
人
件
費
の
伸
び
率
の

恒
常
的
な
負
荷
は
、
直
近
の
古
川

民
主
病
院
や
泉
病
院
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
坂
総
合

病
院
（
全
面
移
転
）
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
え
も
困
難
に
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
法
人
の
中
長
期
的
存
立
を
確

保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
優
秀
な

若
手
の
人
材
確
保
と
今
後
の
人
件

費
の
抑
制
と
を
可
能
に
す
る
整
合

性
の
取
れ
た
新
た
な
人
事
賃
金
制

度
の
確
立
が
必
須
で
す
。

「
働
き
方
改
革
」
に�

�

関
す
る
取
り
組
み 

２
点
目
は
、
近
年
国
内
で
問
題

に
な
っ
て
い
る
「
働
き
方
改
革
」

に
関
す
る
取
り
組
み
で
す
。

安
倍
政
権
に
お
け
る
大
企
業
を

重
視
し
た
経
済
至
上
主
義
的
発
想

に
起
因
し
た
「
働
き
方
改
革
」
の

施
策
と
は
一
線
を
画
し
て
、
労
働

者
の
健
康
と
生
活
を
守
り
、
労
基

法
の
順
守
と
い
う
観
点
で
法
人
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
「
働
き
方

改
革
」
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
同

時
に
こ
の
施
策
は
、
経
営
基
盤
の

改
善
に
も
貢
献
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

各
事
業
所
の
中
長
期
計
画
作
成

３
点
目
は
、
２
０
２
５
年
に
向

け
て「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

に
象
徴
さ
れ
る
医
療
介
護
政
策
変

遷
に
対
応
す
べ
く
、
法
人
内
の
各

事
業
所
の
中
長
期
計
画
を
作
成
す

る
こ
と
で
す
。
古
川
民
主
病
院
の

構
想
の
骨
格
は
、
不
確
実
性
を
内

包
し
な
が
ら
も
見
通
し
が
立
ち
ま

し
た
が
、
泉
病
院
は
未
だ
構
想
の

方
向
性
が
決
め
ら
れ
な
い
で
い
ま

す
。
今
期
理
事
会
で
は
、
実
践
的

検
証
を
行
い
な
が
ら
早
急
に
泉
病

院
の
あ
る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
重
点
的
課
題
は
、
い

ず
れ
も
難
し
い
問
題
を
内
包
し
て

い
る
も
の
の
、「
是
（
賛
成
）
か

非
（
反
対
）
か
」
と
い
う
二
者
択

一
的
な
結
論
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
質
的
な
課

題
を
明
確
に
し
な
が
ら
建
設
的
な

議
論
を
通
し
て
、
少
し
で
も
現
状

の
問
題
が
改
善
で
き
る
よ
う
な
施

策
を
策
定
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
た
め
に
今
期
理
事
会

は
、
さ
ら
な
る
職
員
の
意
識
改
革

と
多
く
の
職
員
に
よ
る
斬
新
な
挑

戦
に
期
待
し
ま
す
。

青空に映えるコスモス
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４
日
間
で
約
４
０
０
名
が
来
場

７
月
28
日
（
土
）
～
８
月
１
日

（
水
）（
月
曜
日
休
館
）
の
４
日
間
、

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
塩
釜
１
Ｆ
塩
竈
行

政
サ
ー
ビ
ス
・
マ
リ
ン
プ
ラ
ザ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
店
内
で
偶
然

知
っ
て
来
場
す
る
人
も
多
く
、
約

４
０
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。
一

年
前
の
７
月
７
日
、
国
連
で
『
核

兵
器
禁
止
条
約
』
が
つ
い
に
採
択

さ
れ
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）
が

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。『
核
兵
器
禁
止
条
約
』
は
、

50
ケ
国
以
上
が
批
准
し
た
90
日
後

に
発
効
す
る
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
我
が
国
政
府
は
批
准
に
背
を

む
け
て
い
ま
す
。
今
年
の
原
爆
展

は
、
先
般
の
歴
史
的
な
米

朝
首
脳
会
談
も
あ
り
、「
非

核
化
」
と
平
和
に
ど
う
つ

な
げ
て
い
く
か
、
市
民
と

し
て
共
に
考
え
る
機
会
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

主
催
は
塩
釜
地
区
被
爆

者
の
会
（
む
つ
み
会
）
で
、

会
を
支
援
す
る
原
爆
展
準

備
会
（
坂
病
院
、
友
の
会

平
和
活
動
専
門
部
、
つ
ば

さ
薬
局
、
事
業
協
、
新
婦

人
、原
水
禁
塩
釜
協
議
会
、

あ
ゆ
み
保
育
園
で
構
成
）
が
共
同

で
、
２
０
０
４
年
か
ら
毎
年
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

多
彩
な
内
容
・
新
企
画 

「
広
島
の
高
校
生
が
挑
ん
だ
原
爆
画
」

展
示
内
容
は
、「
原
爆
と
人
間
」

（
日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議

会
作
成
・
む
つ
み
会
所
蔵
）
の
他
、

広
島
平
和
記
念
資
料
館
貸
出
し
の

「
サ
ダ
コ
と
折
鶴
ポ
ス
タ
－
」、
ア

ニ
メ
や
紙
芝
居
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
像
を

活
用
。
新
企
画
で
、
被
爆
者
の
証

言
を
聞
き
な
が
ら
広
島
市
基
町
高

校
生
が
描
い
た
「
原
爆
画
」
も
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。

被
爆
者
の
平
均
年
齢
は
82
歳
を

超
え
、
直
接
語
り
伝
え
る
こ
と
が

年
々
難
し
く
な
る
中
、
宮
城
県
原

爆
被
害
者
の
会
の
木
村
緋
紗
子
さ

ん
が
被
爆
体
験
を
語
り
、「
原
爆

は
人
と
し
て
死
ぬ
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
犠
牲
と
な
っ
た
人
々
の

死
を
無
駄
に
し
て
は
な
ら
な
い
。

命
あ
る
限
り
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え

て
い
く
こ
と
が
生
か
さ
れ
た
自
分

の
使
命
」と
結
び
ま
し
た
。
ま
た
、

長
年
む
つ
み
会
を
担
当
さ
れ
た
神

久
和
先
生
が
、
被
爆
者
の
人
生
や

原
爆
症
認
定
基
準
改
定
後
も
続
く

認
定
行
政
の
問
題
等
、今
回
も「
伝

承
者
」と
し
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

〈
来
場
者
の
感
想
か
ら�

              

一
部
紹
介
し
ま
す
〉

・
全
て
が
衝
撃
的
な
写
真
と
内
容

で
し
た
。
思
わ
ず
涙
が
出
て
し
ま

い
ま
し
た
。
も
う
２
度
と
戦
争
を

し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
小
さ
い
頃
か
ら
、
考
え
さ
せ

た
り
も
必
要
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
す
れ
ば
大
人
に
な
っ
た

時
に
身
近
に
感
じ
、
も
っ
と
良
い

方
向
に
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い

か
。�
（
30
代
女
性
）

・
広
島
の
高
校
生
の
絵
が
リ
ア
ル

で
し
た
。
見
る
の
が
つ
ら
い
程
ぐ

っ
と
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
世
代
に
戦
争
を
経
験
し
て

い
な
い
私
達
が
ど
う
伝
え
て
い
っ

た
ら
い
い
の
か
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
様
な
取

り
組
み
を
続
け
て
下
さ
い
。

�

（
50
代
女
性
）

・
個
々
人
は
戦
争
を
望
ま
な
く
て

も
政
治
を
す
る
者
が
起
こ
す
も
の

で
あ
る
。
こ
の
様
な
写
真
、
現
実

を
目
の
当
た
り
に
す
れ
ば
、
い
か

に
戦
争
が
愚
か
か
分
か
る
は
ず
だ

が
…
。
被
害
の
及
ば
な
い
者
の
無

責
任
の
行
為
と
思
う
。

�

（
60
代
男
性
）

・
戦
争
は
絶
対
お
こ
し
て
は
い
け

な
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
周
囲

の
人
た
ち
に
微
力
な
が
ら
訴
え
て

い
き
た
い
と
心
を
新
た
に
し
ま
し

た
。�

（
70
代
男
性
）

・
係
の
方
と
の
お
話
し
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
次
回
も
ぜ
ひ
伺
い

た
い
で
す
。（
40
代
女
性
）

非
核
化
に
む
け
、 

被
爆
国
と
し
て
の
役
割
が
あ
る

現
在
、『
核

兵
器
禁
止
条

約
』
を
批
准
し

た
国
は
12
カ

国
で
、
非
核
化

を
望
む
国
々
は

努
力
を
続
け
て

い
ま
す
。
し
か

し
我
が
国
政
府

は
、
唯
一
の
被

展示を見入る来場者

お話する神先生 被爆者木村さんの証言

爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、
核
に
依
存

し
条
約
批
准
に
背
を
む
け
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
い
条
約
の
発
効
、

世
界
平
和
の
た
め
に
、
今
後
も
粘

り
強
く
運
動
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。
皆
様
の

お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。

被爆から73年、一日も早く、
国連『核兵器禁止条約』の

発効を！

ヒロシマ・ナガサキ
 『原爆と人間展』inしおがま
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事 務 長 に 就 任 し て

地域医療を守る一翼となるよう
努力していきたい
� 泉病院事務長　伊藤　  恵

本年７月より泉病院
事務長を拝命いたしま
した。これまで勤務経
験がない病院となりま
すので、職員の顔、名前、

部署、その役割を知ること、なにより泉病
院の風土文化を手探りで学んでいるところ
です。
開設以来36年が経過し、当初の県連脳
卒中センターとしての時期、仙台北部地域
の急性期を担っていた時期を経て、現在で
は急性期を一部維持しながら、地域連携を
強める回復期で役割を果たしていること、
これまでの泉病院が選択してきた歴史があ
ります。
その歴史を背負い、今後の泉病院はどこ
に進路を向けて歩んでいくのか、建物の老
朽化も厳しい状態となっており次期構想の
策定は避けて通れない課題と考えていま
す。
2016年期理事会から取り組んできた

「経営構造転換５ヶ年計画、中長期事業計
画」では、危機的な経営から黒字基調への
回復、安定的な経営状況を経て、中長期の
展望を作り出すことが必要となっていま
す。泉の現状はまさに、中長期の展望を作
り出せるか、経営が安定しなければ展望が
見えないという境界に身を置いていると感
じています。
安定的な経営を職員とともに築き、次期
構想を確定できるよう、微力ながら尽力し
ていきたいと思います。泉病院の周りには、
OB・OGの方々もたくさんいらっしゃい
ます。
高齢者の方々も安心して住み続けられる
地域に、住民の皆さんと一緒に運動を広げ
ていくことも必要です。行政、開業医、病院、
介護事業所と多くの皆さんのぜひお力をお
借りしながら、地域医療を守る一翼となる
よう努力していきたいと考えています。
今後ともよろしくお願いいたします。

今年、７月より坂総合
クリニック事務長を担当
することになりました大
槻です。よろしくお願い
いたします。

簡単に自己紹介させていただきます。私
は地元、塩釜出身で、1969年に坂病院で
生まれています。現在も嘱託医として頑張
られている広田先生にとりあげていただき
ました。
家庭の事情もあり坂病院には小学生の頃
から毎週通い、よく院内保育園や中庭駐車
場で遊んで暮らしていたことを思い出しま
す。昔の坂病院の先輩職員の方々には大変
お世話になり、家族のような関係で育てて
いただきました。
最近は坂病院も世代交代が進み、私の子
どもの頃を知る先輩の方はほとんど退職さ
れてしまいました。最近では坂病院生まれ
の若い方が入職される時代になってきてい
ることを思うと、改めて坂病院の歴史を感
じる次第です。
坂病院は私立塩釜病院の創設以来、100
年余の歴史があります。非営利の組織とし
て困難を乗り越え、ここまで発展しながら
世代継承してきた組織の強さは、私たちの
医療観（民医連の歴史と医療観）の正しさ、
これまで掲げてきた方針が大きくは間違っ
てこなかったことを証明していると感じて
います。
私を育ててくれた坂病院や地域の方々に
対し、微力ながら少しでも恩返しできるよ
う業務に励みたいと考えています。今後と
もよろしくお願いいたします。

坂病院や地域の方々に
恩返しできるよう励みたい
� 坂総合クリニック事務長　大槻　  透



「ドラゴンカヌー大会」に参加
時々日常とかけ離れたことをするのは、心の活性化には大切です。
７月29日、加美町で毎年開催されている「ドラゴンカヌー大会」に参加しました。

数年前に２、３回参加したことがあり、体力的にもう自分は今後参加することは無
いと思っていたのですが、職場のレクリエーションとして企画されたため、チャレ
ンジすることにしました。

ドラゴンカヌーは、10名の漕ぎ手・舵取り・太鼓の12名編成でドラゴンをかた
どったカヌーでスピードを競う大会です。

私は舵取りをすることになり体力的には負担がないものの、自分の舵の取り方一
つでカヌーが曲がったり転覆する危険性もある大事な役割なので内心冷や冷やでの
参加でした。　

大会前日の練習日に初めてカヌーに乗るメンバー達。私も係りの方に指導を受け
て、舵を初めて握って操縦したのですがなかなか習得が出来ず…。何とかスタート
地点に着き、蛇行運転しながらもゴール出来たという感じでした。

チ－ムの結束感高まる

そして大会当日。雨風で悪コンディションの中みんなで気合いを入れつつ臨みま
した。途中、他チ-ムの転覆を目の当たりして背筋がゾッとしましたが、ここまで
来たらやるしかない！ と無我夢中で戦いました。２回戦い結果は20チ－ム中１７
位の成績でしたが、転覆することなく漕ぎきり充実感と爽快感を味わうことができ
ました。チ－ムの結束感も高まり、数十年前に体験した部活動を思い出しました。
何事もチャレンジした先には得るものがあるんですね。

日々忙しく仕事をしているなかで、普段と違う体験や、頭のスイッチの切り替え、
ONとOFFを上手に使い分けて「私が私らしく」いられるようにリフレッシュして
いこうと思っています。

ドラゴンカヌー、来年も参加して上位入賞でも目指そうかなぁ！！

　ケアステーションあゆみ所長

� 早坂　菜穂子

何事も
　チャレンジ!!

お疲れ様でした！さあ、力を合わせて！

2018年9月21日（金） 厚生協会だより 第351号（4）


